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フィリピンにおける黄色トウモロコシ生産と流通
-カガヤン・バレー地方イサベラ州における協同巌合の事例-
野　沢　勝　美
序　章
今日,農業開発の主目的は生産農家家計の所得の増大による生計向上であ
る.主要穀物の自給達成は二次的目標になっている…　東南アジアのキンス-
ン地帯に属するフィリピンにおいては, 1970年代半ばにマルコス政権期の
政府主導開発政策の展開によりコメ自給を達成した.しかし,当時タイなど
他の諸国で成功した農業多角化への取組みは大幅に遅れてしまった. 1986
年アキノ政権の発足を機に規制緩和政策が導入され,農業開発の日掛よ農家
生計向上に切りかえられた.遅れ馳せながら,フィリピンにおいて農業商業
化が脚光を浴びることになった…
フィリピンでは歴史的には白色トウモロコシ(white corn)がコメとなら
ぷ食用穀物として生産されてきたが,本稿で扱うのは,家畜飼料の原料であ
る黄色トウモロコシ(yellow corn)でありその生産と流通を扱う1'.対象と
するのは近年黄色トウモロコシの生産地域として注目されているルソン島北
部に位置するカガヤン・バレー地方(第Ⅲ地方)のイサベラ州である(図1).
現在,カガヤン・バレ-地方は黄色トウモロコシ生産高では,ミンダナオ島
のソクスサ-ジェン(SOCCSKSARGEN) (第XIl地方),北部ミンダナオ地
刀(第Ⅹ地方)を抜いて全国第1位である…　州レベルでもイサベラ州は全国
第1位の生産高をもつ.
農業の規制緩札　商業化の担い手となるのは,一般的には生産農家と加工
業者を仲介する仲買人である.生産者が無数の個別農家であり,生産物価格
には影響を与えることはできない.また,カガヤン…バレー地方ではプラン
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図1フィリピン全図
フィリピンにおける黄色トウモ.=コシ生産と流通　　3
テーション農場はなく,黄色トウモロコシ生産は家族規模農家がおこなって
い'**蝣、
生産者鼠織である農業協同組合の育成とその載化は,生産者農民の交渉力
付与のために不可欠である.かかる認識のもと,本稿においては黄色トウモ
ロコシ生産農家による協同組合の役割に焦点を置くことにする,
第1章では,フィ.)ピソにおける主要穀物の生産動向の概略を明らかにす
る.コメ(籾米),黄色トウモロコシの生産高,作付面積,土地生産性など
に関してカガヤン・バレ-地方における特徴を中心に記述する.
第2章では,カガヤン・バレー地方イサベラ州における黄色トウモロコシ
の生産農家における収量,生産コスト,農家所得などの特徴を聞取り調査の
結果から明かにする…
第3章では,黄色トウモロコシ生産農家を構成員とする生産協同魁合につ
いて言及し,形成の経緯,事業展開,財政状況などを分析する.
第4葦では,黄色トウモロコシの流通経路について述べる…　まず,仲買人
経由による流通の現況について明らかにし,これに対応する協同組合による
流通事業への参入を価格,販路などを中心に考察する.
第5章は,フィリピンで進行している農業部門における地方分権政策の現
状を踏まえて,州レベルにおける生産奨励政策の概要を明らかにし,その課
堰に言及する,
かくして,本稿ではカガヤン・バレー地方のイサベラ州における黄色トウ
モロコシの生産と流通に関してその現況を総体的に明らかにする.
第1車　力ガヤン…バレ-地方の生産動向
第1節1980年代前半はミンダナオが増産対象地
フィリピンでは昔から食用のフリント・コーンである白色トウモロコシが
中部ピサヤ,ミンダナオ島で栽培されてきた.家畜飼料用の黄色トウモロコ
シは主にルソン島,西部ビサヤで栽培されてきたが, 1970年代半ばまでの
4　　国際関係紀要　第16巻　第1号
フィリピンのトウモロコシはコメ代替,あるいは補助食糧で85-90%が白
色トウモロコシであった…　白色トウモロコシ重視から黄色トウモロコシ重視
への逆転は1981年のマイサガナ計画(Maisagana)で打ち出され, 1984年
の黄色トウモロコシ生産助成拡大計画(Yellow Corn Production Action Pro-
gram: yECPAP)達成のための手段がハイブリッド種子の導入,普及で,一
気に輸出に持ち込もうという政策的な意図があった2).
YECPAPでは,全国16州を選びだしたがうち6州がミンダナオ島であっ
た,ルソン島は7州でカガヤン・バレー地方からはイサベラとカガヤンの両
州は入っている.しかしながらミンダナオ島だけで全計画面額の50%を占
めていた3).黄色トウモロコシ作付地としてミンダナオ島を可耕地として対
象としていたことがわかる,
マルコス政権崩壊後, 1986年発足したアキノ政権下では黄色トウモロシ
増産の積極的取り組みはなく,全国生産で黄色トウモロコシ生産が白色トウ
モロコシのそれを上回り逆転するのは1995年のラモス政権下であった.ま
た,黄色トウモロコシ自体の生産シェアで1999年にはじめてルソン島
49.5%がミンダナオ島48.7%を上回った4).
第2節　不充分な生産と地域別常始不均衡
近年,フィリピンにおけるトウモロコシ,とりわけ黄色トウモロコシに対
する需要は高まっている.まず, 2005年における黄色トウモロコシの需要
は474.3万mtである.これに対し食用である白色トウモロコシの需要は
144…7万mtと,全トウモロコシ生産の4分の1にとどまっている(表1)…
国民の食生活改善による畜産業の発展がこの背景にある.黄色トウモロコシ
表1フィリピンのトウモロコシ需要推計(2005年)
午 総 需 要 Cmt)
黄 色 トウ モ ロ コ シ 白 色 ト "'蝣IC! 蝣
需 要 (ml) 構 成 比 (% ) 需 要 (mi) 構 成 比 (% )
2005 6.189,891 4-742,923 76.6 1.446.▼968 23.4
(出所) Bureau of Agricultural Statistics.
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表2　フィリピンの黄色トウモロコシ需要推計(2005年)
% 絵需要 (mt)
飼 料 そ の 他
需 要 (mt) 構成比 (%) 需要 (mt) 串凍 上.i.^ 十
2005 4,742,923 4,123,623 86.9 619,300 13.1
(出所) Bureau of Agricultural Statistics.
の需要の内容は養豚,養鶏など家畜飼料が86.9%,その他が13.1%である(秦
2)…
問題は,かかる黄色トウモロコシに対する需要の拡大にもかかわらず,こ
れに対応すべき国内生産が十分ではないという事実である. 2005年におけ
る黄色トウモロコシの生産高は300.2万mtと需要の63.4%に過ぎない.需
要の3分の2程度しか国内生産でまかなうことができない(表3).不足分
は黄色トウモロコシ,あるいはその代替であり飼料用小麦(feeds wheat)
の輸入に依存することになる5).
ところがこれに加えた問題がある.すなわち,黄色トウモロコシの生産と
需要のバランスを全国的にみると不均衡が生じている事実である…　2005年
でみると,ミンダナオ島では,生産の需要比は102.3%でありバランスはと
れている.これがマニラ首都圏を含み最大の需要地をもつルソン島では生産
の需要比は59.4%にまで落ち込む.さらに,ルソン島とミンダナオ島の間に
位置するピサヤ諸島では生産は需要のわずか17.2%にすぎない(表4).
以上をとりまとめると,黄色トウモロコシに関する問題は2点に集約でき
る.第1に,生産量そのものが不十分で需要を満たすことでできないこと.
第2に,地域別でみると生産と需要にバランスの不均衡が存在すること… 「約
表3　フィリピンの黄色トウモE3コシ常給推計(2005年)
(出所) Bureau of Agricultural Statistics.
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衷4　フィリピンの地域別青色トウモロコシ帝拾推計(2005年)
*
ル ソ ン島 ピサ ヤ諸 島 ミt/ダ ナ オ 島
生 産 需 要 生 虚′霜摩 生 産 *・ォ 生起′諜要 生産 需要 生産′謡要
¥mO Lmt十 ,v (mt mt (%) ↓mtI (mO (%)
2005 1,446,750 2,435,535 59.4 163,225 946,910 17.2 1,391,568 1,360,478 102.3
(出所) Bureau of Agricultural Statistics…
束の地」 (Land of Promise)とよばれ　前節で述べたとおり,かってはトウ
モロシ栽培の中心地であったミンダナオは黄色トウモロコシ生産で他地域柾
おける総需要の増加に対応できない…　まさにこれが基本課題である.
黄色トウモロコシ生産の全国的展開に関しては別稿に譲る.結論を先に言
えば,ミンダナオ島産の黄色トウモロコシのマニラ首都圏での売渡価格は,
2005年7月現在の積出港ジェネラル…サントスから飼料生産加工地のバタ
ンガスまでの輸送費を込みにして10.60ペソ佃gである. 5万トンクラスの
バラ積み船(バルク船)を使っても10.06ペソAigである6)…　これに対し,
後述のように,イサベル州からバタンガス州までの陸路輸送費は1…25ペソ/
kgでマージンの0.40ペソA(gを加えると,売渡価格は9.45ペソA(gである.
ミンダナオ産は,イサベラ州産に対し市場価格で競争力がない.農業省関係
者によると内航振興には港湾設備の新設,既得権の排除など難零が多く,i
ンダナオ島に飼料工場誘致や,畜産業振興を図るのが最適との指摘があっ
た7)…
第3節　イサベラ州は生産高で全国第1位
農業統計局のデータによると, 2005年の黄色トウモロコシの全国生産高
は300…2万mtで,これは25年前の1980年水準の33…2万mtに比較して9.0
倍に達している…　これに対し,白色トウモロコシ生産は271.8万mtから
225.2万mtと25年間はぼ横ばいであった.全国的にも1980年代, 1990年
代前半に黄色トウモロコシ生産が急がれたことがわかる,また,コメ(初)
は764.6万mtから1460.3万mtに1.9倍になったことがわかる(表5).
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カガヤン・バレー地方の黄色トウモロコシ生産をみると, 2005年に71.5
万mtであり全国生産高の23.8%となった.台風被害が原田で, 2004年の
112ユ万mt,同35ユ%を下回ったものの,地方別では最大規模である・この
うちイサベラ州での生産は2005年に,不作であったものの, 48.1万mtで
同16.0%に達している. 2004年に79.8万mt,同25.1%となり,それまでの
水準を維持し,全国第1位を保持した.これをもって今日では,イサベラ州
は「唐黍の地」 (CornLand)と称される所以である(表5)i
なお,コメの生産においても,カガヤン・バレー地方の2005年の生産は
184.9万mt,全国生産の12.7%を占めた.同地方は穀倉地帯を形成している
ことがわかる.このうち,イサベラ州は108.9万mt,同7.5%を占めている
(衷5),これは,同州は農業生産の振興pこ重点州とされてきたことの証左で
ち.**
それでは,カガヤン・バレ-地方における黄色トウモロコシの増産が進行
した理由を考察すると以下の点を挙げることができる8)…
第1に,主要な需要家である飼料加工工場がマニラ首都圏とその隣接州に
あり,内需に対応するための生産増大が要請された点である. 1960年タイ
のトウモロコシ生産急増が輸出向けであったことと比較すると基本的な点で
用達.がこfc蝣. -"J1、.
第2に,カガヤン・バレ-地方は新興農業開拓地であり,西部に隣接する
イロコス地方(第1地方)からの労働力移動が頻繁にあり,彼ら農業労働力
がさらにトウモロコシ栽培農地の拡張に貢献したとの点である.
第3に,カガヤン・バレ-地方は,マニラ首都圏に国道5号線で一直線に
連結している点である.また,西部にコルディリエラ山塊,東部にシエラマ
ドレ山塊に囲まれた平地が形成され,中央にカガヤン川が流れる,国道沿い
に集乳　都市化が進み,農業を支える産業基盤が築かれつつある・
第4節　作付面積の急拡大
2005年における黄色トウモロコシの全国作付面積は95.0万haである.こ
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れは1980年時の34.9万haの2.7倍である.一方,白色トウモロコシの作
付面積は1980年の285.0万haから2005年には149.2万haと52.3%に減少
している.これに対し,コメの作付面積は1980年の347.1万haから2005
年に407…0万haになり1.2倍で25年間ほぼ変化はなかった.ところが,作
付面積をカガヤン…バレー地方についてみると大きな変動があったことがわ
かる.つまり同25年間に,黄色トウモロコシ作付面積は, 2…0万haから
23.0万haへと11.4倍に増大したが,白色トウモロコシは25…2万haから2.8
万haへと11.6%にまで減少してしまった.コメ作付面積は28.9万haから
47A万haへと1…6倍に増大した…　イサベラ州についても,黄色トウモロコ
シは1.3万haから15.1万haへと11.9倍にまで急増している.これに対し
白色トウモロコシは19.9万haから1.4万haへと6.8%に急減した.コメは
12…9万haから25.9万haへと2.0倍になった(表6)…　カガヤン・バレー地
方のうち,イサベラ州で黄色トウモロコシの栽培が急がれたことが明らかに
iBEfm
作付面積のこの間における変動では,カガヤン・バレー地方における黄色
トウモロコシの農地拡大分21…0万haは,白色トウモロコシ作付面積の減少
分22.4万haの一部とピーナッツ,緑豆の農地からの作付転換によってなさ
れた10)また,コメの増加分18.5万haは, 1980年のマガットダム竣工など
濯淑施設の建設による農地開拓によるものである,天水田が潅瀧田になり,
また2期作が可能となり作付面積が増大したのである.
第5節　土地生産性は向上
次に黄色トウモロコシ農地の土地生産性をみると, 2005年時点で単収は
全国平均が3.16mt/haであり,カガヤン・バレー地方の3.llmt/haとはぼ同
水準である,これは,各々の1980年水準である0.95m∽la, 1.08m∽laと比
較すると, 3.3倍, 2.9倍となっている(衷7).この25年間に黄色トウモロ
コシ栽培に大きな技術革新があった.ハイブリッド種子の積極導入(写真1)
と栽培農家に対する技術指導がそれである.
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写真1ハイブリッド種子による黄色トウモロコシの作付け
(イサベラ州トゥマウイニ)
(筆者撮影「以下同じ」)
コメに関しては, 2005年の単収は全国平均で3.59mt/ha,カガヤソ・パレ-
地方で3.90mt/haであった… 1980年時点と比較して各々1.6倍, 1.7倍である.
これは天水濯概から国営,共同溝概システムへの転換などの成果によるもの
である.なお,白色トウモロコシの単収は, 2005年には全国平均で1.51mt/
ha,カガヤソ…バレー地方では1.95mVhaと黄色トウモロコシの半分程度に
しかなかった(衷7).
第6節　2004年は価格上昇に転換
イサベラ州における黄色トウモロコシの収穫時期をみると,毛期では1月
から3月までの2ヵ月間,雨期では7月から9月までの3ヵ月間である.
2003年の農家庭先価格をみると,乾期作の収穫期には6.72ペソJkgから6.80
ペソ戊gであり,雨期作の収穫期には6…50ペソ佃gから6…83ペソ佃の間を
推移している(衰8),
2004年に入ると黄色トウモロコシは原油価格上昇に引っ張られ高値に移
行し,端境期の6月には10.10ペソ/kg,同7月には10.41ペソ佃gにまで高
16　　国際関係紀要　第16巻　第1号
表8　イサベラ州の黄色トウモロコシ農家庭先価格(2000-2004年)
(単位:ペソ佃g)
月 次 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年
1 8.17 7.12 7.35 6 8ー0 8.48
2 9.α) 7.43 7.48 6.72 9.45
3 7.70 7.83 6…73 6.80 S.tiヰ
4 7.00 7.04 6.60 6.90 8…70
5 7.15 7.04 6…65 7.15 9.60
6 6.99 7.05 7.03 6.50 10.10
7 6.80 7.39 7.70 6.50 10 4ー1
M 6.30 73 5 7.70 6.83 9.68
9 6.33 7ー35 7.03 7…75 7 9ー9
10 6.33 丁:>u 6.75 7.89 7.90
ll 6.30 7ー30 6.87 8…15 7 0ー0
12 6.50 7.30 7.00 8.15
平 均 7.048 7.31 7▼07 7.18 8 9ー0
(出所) National Food Administration, Isabela Provincial O:氏ce.
跨し,前年同月比で各々3.60ペソ/kg, 3.91ペソの上昇となった. (表8).
年間平均でも, 2000年には7…05ペソ佃gであったものが2004年には8.90
ペソJkgにまで上昇したのである(表8).しかしながら, 2005年に入ると
トウモロコシの国際価格は安値をつけ,これを反映し国内価格も軟化し
た.国際市況の読みでは天候相場は終盤になり,投機筋の手じまい売りが加
速したためとしている11)
第2章　生産農家の特色
第1節　農家生産高のバラツキ
筆者による農家聞取り調査は, 2005年8月にイサベラ州の黄色トウモロ
コシ生産農家8人を恣意的に選んで実施した.その際に農家所属の協同抱合
関係者の意見に従い,当該協同組合などにおける,作付面積,生産高,家族
構成など典型的な農家を抽出した(表9).なお,農家聞取りの詳細は,巻
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末付表(付表A-H)を参照のこと.
聞取り調査の結果,以下の4点のような特徴が明らかになった.
第1に,黄色トウモロコシ生産農家における農地規模の零細性である.辛
均面積で1…Ohaから2.0haであった.そして,一部農家ではコメ生産も行っ
ているが(農家D, H),その場合の作付面積は黄色トウモロコシの方が大
きいのが通常である…
第2に,農地保有関係では,自作農が多いが小作農も混在する.後者の場
合には小作料は定率小作で25% (農家A),定塀小作で9カバン(450kg)/
ha (農家H),または2000ペソAlaであった(農家C)…　なお,生産単位の
カバン(cavan)はフィリピン独自の計量単位で1カバンは籾米50kgである.
一般的にトウモロコシにはバッグ(lbag-50kg)を使うが,調査地ではカ
バン表示であったので本稿はこれにならう12)
第3に,単収をみるとばらつきがある.しかしながら,調査対象農家のす
べてがハイブリッド種子を導入し,種子会社あるいはその代理店などの技術
指導を受けている.調査対象事例で最も一般的な単収は100カバン
(5000kg)/haである.そしてほとんどの場合において,雨期作と竜期作の収
量に差はなかった(表9).これに対し,単収で最小は70カバン(350kg)/
ha (農家H)であった…
第4に,生産性にこのような差が生じた要因は,生産意欲の欠落にある.
定額小作料負担,家族(夫人)からの定期的な海外送金,恒常的な投入財借
り入れがそれである(農家H).同様にして単収が95カバン(4750kg)の
事例では定率小作料25%が負担になっていることは確かである(農家A),
第2節　点象純所得
前節と同じ農家からの聞取り調査により農家所得をみると,以下のような
特徴がある(表9).
第1に,純所得は平均2万ペソ(雨期,以下同じ)である.この場合の生
産費は平均2万ペソで,投入財と労賃はほぼ半々といえる.これを裏付ける
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のは, 2005年イサベラ州優秀トウモロコシ農家賞を受賞した事例で,所有
農地6haで,単収は1万9795ペソ仙a/収穫期になっている…　生産費をみる
と,投入財は9060ペソ/ha,労賃は9645ペソAlaである.負債1万2000ペ
ソは過大な負担ではない(農家E).
第2に,黄色トウモロコシとコメの純所得を比較する.コメとトウモロコ
シの両方を栽培する農家は2例に過ぎなかったが,黄色トウモロコシ農地が
4.0ha,コメが1.0haの場合では,雨期,最期とも純所得では,黄色トウモ
ロコシが2万1503ペソha,コメが2万3980ペソでありコメの方が若干で
はあるが多かった(農家D).
第3に,土地保有状況が純所得に負担を与えている.定率小作農で黄色ト
ウモロコシ農地が2.0haの事例では,地代は雨期,最期とも25%, 9618ペ
ソ/haとなる.このため純所得では各期とも1万927ペソ佃aであった(農
家A).定額小作農では,地代2000ペソAlaであっても純所得は各期マイナ
ス494ペソルaとなった(農家C).地代負担の重さは,コメを追加的に栽
培する場合も同様であった.黄色トウモロコシ2…5ha,コメ1.Ohaの事例では,
黄色トウモロコシの純所得は各期3148ペソAlaであった.これは本人夫人
の海外送金が1万ペソあることにより生産性が70カバンAlaと低かったこ
とに加えて,定塀小作地代が9カバンに及んでいることによる(農家H).
第3章　協同組合の形成
第l節　生産農家協同組合
黄色トウモロコシ生産奨励は,国民の食生活向上に対応した畜産振興のた
めの飼料増産という課題に対処するための不可欠な政策である.このため,
生産者農民の組織化とその強化が急がれ, 1990年代に入るとイサベラ州内
において協同組合の結成が進行した.そしてこれに対する政府の各種の支援
策が取り組まれてきた.以下,現地聞取り調査をこより生産者農民組織である
協同虹合5事例,水利組合1事例に関してその現状を明らかにする(秦
` ・いと　　)r.ナTJ凡色.、蝣*蝣tll I l吏∴?.-&
10) (図2).なお,協同組合のうち1事例はキリノ州にある.
(1)どリャ・ルナ多目的協同組合(イサベラ州カワヤン市)
どリャ・ルナ多目的協同組合(Villa Luna Multi-Purpose Cooperative)は,
イサベラ州カワヤン市に所在の多目的協同組合である.当初はサマハン・ナ
ヨン13)として発足したが, 1991年に現在の組織に再編された…　組合員数は
251人で対象総面積は600haに達する, 1人当りの平均面積は2.4haで,組
合員のほとんどは黄色トウモロコシ栽培をしている.
協同組合事務所は1棟(写真2),隣接する別棟にはサイロをそなえた加
工施設が建造されている.かくして見るからに近代的な施設である.
最大の特徴は,同組合は2002年に農業省主導のCOAST (COrnbased Agri-
business System Technology)プロジェクトから資金援助を受けたことであ
る. 1991年に協同開発組合庁(Cooperative Development Administration:
CDA)に登録した.援助により設置の機器装置は,四輪駆動トラクター2台
(写真3),機械乾燥機1息　コンバインバーベスタ1台,コ-ンブランク-
機1台,サイロ(容量500mt)などで総額1585万ペソに及んでいる.これ
はすべて,種苗会社のコーンワールド社製である.
協同組合長のデ…ルナ氏は17haを所有の自作農で,うち11haを黄色ト
ウモロコシ栽培に充てている.農作業労働者2人を雇用し,営農はすべて機
械化をはかるなど資金的に余裕があり協同組合事業に専念できるようであ
る.組合事務局には,事務員5人がおり,うち専門職は地元イサベラ商業単
科大学出身の会計専門家1人,マニラ首都圏の商業単科大学出身の情報処理
専門家1人である.かくして,施設,陣容ともに充実した内容である.
主な事業は以下の7事業である. ①生産融資で3万ペソ/ha,利率12%/
作物期,手数料2%/同(原資はフイ1)ピン土地銀行), ②種子販売, ③トウ
モロコシ買付け, ④トウモロコシ製粉, (9トウモロコシの機械竜煉, ⑥飼料
生産(地場消費用)である.
かくして,財政状況は良好である. 2004年の収入は284.7万ペソ,資本
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図2　カガヤン・バレー地方イサベラ州地図
(Capital Build-up: CBU)は1742…4万ペソになった・
しかしながら同組合経営幹部によると次のような問題点をあげている.こ
れはさらなる発展に向けた基本課題といえよう.第1に,濯淑農地がわずか
5%に過ぎず, 95%が未液滴農地であり,工,L,ニ-ニョの影響による早魅の
蝣, 'I L`, lニ!-.-ォ+蝣;,最戸.HL…4 .: J IキL-T.-&　　ご:tl
写真2　協同組合事務所全景(ピリャ・ルナ多目的協同組合)
r
写真3　協同組合所有のトラクター(どリャ・ルナ多目的協同組合)
被害を容易に受けてしまう.したがって,濯概農地のコメ生産農家はコメに
特化　黄色トウモロコシ生産農家ほトウモロコシに特化し栽培を行ってき
た…　農家純所得は黄色トウモロコシ生産の方が多い場合でもコメからトウモ
ロコシに転作することはないH)転作は土地の肥沃度などによる.
第2に,黄色トウモロコシ生産では栽培技術感応度が高く,技術・肥料を
使用しない農家の生産性は4.0トン-5…0トンルaであるが,技術…複合肥料
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を使用すると8.0トソ　ー9.0トン伽になる.技術の多くは種子会社が派遣す
る専門家が指導している.
第3に,組合員農家の土地保有状況は, 90%が自耕作で,残り10%が定
率小作農で地代は2毛作で毎期25%となっている.農地改革による農地配
分は一定の実額があったものとみられる.
第4に,農民に対する生産融資の返済は収穫時に行われているが,強制的
には行わず回収は最小限にしている.また,融資需要に対しては協同組合だ
けでは全部に対応しきれないのが実情で,仲買人などにまわるされことにな
る…
(2)ェスペランサ多目的協同組合(イサベラ州オ-ロラ)
エスペランサ多目的協同組合(Esperanza Multi-Purpose Cooperative)は,
イサベラ州の穀倉地区オ-ロラに位置する(写真4). 1991年設立し,協同
組合開発庁(CDA)に登録している…　イサベラ州ムニシパリティ…オーロラ
に所在し,組合員数は276A,面積は221ha,うち黄色トウモロコシ生産の
組合員数は95A,面積は100haである.元来はスペイン統治下では修道会
債地(friars'land)であった.現在,農地改革計画の受益者(Agrarian Re-
form Bene丘ciaries: ARB)は127人で,うち0.5ha以下が34人と零細農家が
多いのが特徴である. 5ha以上の農家は2人に過ぎない.平均農地面積は
1.0haで.コメ生産農家は港瓶農地,トウモロコシ農家は非港概地である.
また,コメと比較して黄色トウモロコシは価格変動幅が大きい.このため,
コメから黄色トウモロコシへの作付転換農家はないとしている15)
協同抱合事業は14項目と多岐に及んでいる.その主なものは, ①コメ,
トウモロコシの買付け, ②コメ,トウモロコシ,大豆の生産融資, ③サリサ
リストア(雑貨店)経監　④ガソリンスタンド経営, ⑤肥料,農薬,種子販
売, ⑥飼料生産,販売, ⑦精米,トウモロコシ製粉, ⑧養豚(交配　子豚生
産,肥育), ⑨天日,機械乾燥, ⑩小規模貯吉, ⑪トラクター,輸送サ-ビス,
などである.
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写真4　広々とした協同組合敷地(ェスペランサ多目的協同組合)
写真5　協同組合経営のガソリンスタンド(エスベラ./サ多目的協同組合)
同協同組合の特徴はガソ1)ンスタンド経営に着手するなど事業の多角化で
ある(写真5)…　これが可能となるのは協同組合が所有の機材が豊富である
との背景がある.主なものでも,輸送トラック2台(騎載量6mt車, 12mt
車) (写真6),自動二輪車1台(排気量100cc)トラクター2台,多目的脱
穀機1台(処理能力15mt/日),機械乾燥機1台(乾燥能力120カバンβ0
-30時間),製粉機(処理能力毎時3カバン),飼料混合機1台(処理能力
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写真6　協同組合所有の輸送トラック(ェスペランサ多目的協同組合)
毎時10カバン)などである…
協同組合事業の多角経営が軌道に乗り, 2004年総収入は422.5万ペソで,
資本は824.9万ペソになった.財政基盤は強化されている.
(3)パヌス・こ・ランガイ多目的協同抱合(イサベラ州ナギリアソ)
バヌス・ニ・ランガイ多目的協同組合(Banus ni Rangay Multi-Purpose
Cooperative)は, 2004年8月に発足したばかりの新設の多目的協同組合で,
組合員数は126人,対象面軌まコメが458ha,黄色トウモロコシ2180haに
も達する.イサベラ州ムニパリティ・ナギリアンに所在し,これまでの協同
魁合とはことなり事業範囲をムニシパリティ内レベルから州内レベルにまで
拡大するとしたパイロット協同組合である.組合員の黄色トウモロコシ農地
としては,バランガイ(村)・クラスターとしては7地区の26ha,ムニシパ
リティ・ナギリアンの450ha,カワヤン市の10haがその対象地となる.ム
二シパリティ内の面積が大きいのは,大地主アルバノ一族の農地がこれに含
まれているからである.このほかにも零細農民がいるが,総じて1人当りの
農地面積は比較的大きく,最低水準で5.0haである.農地保有状況は, 50%
が小作農民で, 50%が自作農である.後者は, 1987年包括的農地改革法(共
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和国法第6776号)による土地所有裁定証書(Certificate of Land Ownership
Award: CLOA)を交付されている.
同協同組合は発足したばかりの多E)的協同組合であり,魁合員農家は後述
の飼料生産販売協同組合t)ンコマとの契約栽培である,
同協同組合は,以下のような事業を開始している.第1に,組合に対する
リンコマ資金による生産資金貸付である.トウモロコシ資金貸付の規模では
最大の協同組合の部類に属する. 2004年の初年度は30組合員であったが,
2005年には116組合員, 246haと,組合員の92%がリンコマの資金再貸出
の受益者となった…　貸付条件は,黄色トウモロコシの場合には, 2万ペソ/
ha,コメは3400ペソ仙aで利息は3%/月と相対的に高利である.
第2に,コメとトウモロコシ買付である.このうち,黄色トウモロコシに
ついては買上げの全量をy -yコマに売却する.買付価格は,水分18-20%
で8.00ペソ佃gである.問題は,リ-/コマとの契約では,80カバン(4000kg)
Alaとなっていたものの,実際の集荷はこの90%程度しかなかった.同協同
狙合員役員によると平均的農家では150-180カバンAlaであり,生産高減
は2005年早魅の被害によるとしている.
2005年5月現在の資産額は336万ペソ,組合員に対する貸付額残高は330
万ペソとなっているが,リンコマによる生産奨励強化の背景がうかがえる.
(4)ラボンガン多目的協同組合(イサベラ州トゥマウイニ)
ラボ-/ガン多目的協同組合(Lapongan Multi-Purpose Cooperative)は,
1989年に設立され,農業省に登録された多目的協同組合で, 1991年にCDA
に登録されている.ムニシパリティ・トゥマウイ二のラボンガンに位置し範
合員数は132人で,対象面横は190haである. 2002年に同協同組合は,日
本の円借款支援による農地改革インフラ支援プログラム第2フェーズ
(Agrarian Reform Infrastructure Support Program: ARISP-II)の対象に指定さ
れている.上部組織としては,北部′レソン地域におけるARISP対象の協同
組合からなる北部ルソン協同組合開発連合(Northern Luzon Federation of
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Cooperative and Development: NORDE)が結成されるなど, ARISP-IIに指定
されてから叡織強化がはかられている,
農地利用状況をみると大きな特徴があることがわかる…　ARISP一一IIの対象農
地全面積は893haで,うち黄色トウモロコシ357ha,コメ(港淑農地)
50ha,コメ(天水涯概農地)417h孔　牧草地30ha,練豆10ha,根菜類10ha
である. ARISP-IIによりあらたにポンプ港概100haが完成予定であり,コ
メ濯淑農地は150haに拡大する.現状は,コメ渡概農地の周辺は一面の黄
色トウモロコシ畑である.当地におけるトウモロコシ栽培は, 1985, 1986
年に白色トウモロコシの栽培を開始したのが端緒である.農業省,および民
間種子会社のサンミゲル社(当時),およびパイオニア社の技術指導が大き
く貢献している.
協同組合事業は,0生産貸付がある. 6700ペソ佃a/作物期,利率は月利2%
となっているが,利用者は少なく, 2003年度は患合員11人のみであった.
②養鶏に農民の関心が高まっている. (参採石事業があり, 26ペソ/m3収入
がある.採石事業は本来,州政府の許可をうけた民間採掘業者の独占事業で
あるが,イサベラ州においては協同組合育成との観点から同協同組合に対し
て州政府通達で許可がおりている.州政府による独自の協同組合支援策であ
b.
黄色トウモロコシおよびコメの流通に関しては,組合員個人による仲買人
-の売渡しが全部であるが,協同組合事業としてコメ,黄色トウモロコシ買
付事業を計画している.しかしながら未だ実現はしていない.組合独自の機
罪としてはケダン公社(Quedan Corporation)から穀物竜燥磯が寄贈されて
いるが,燃費(ケロシン)が悪いので実際には使用されていないとのことで
あった.
同協同組合の授権資本は最低1000ペソ/人であり,払込資本の200ペソ/
人は済んでいる.残りの800ペソ/人は,毎収穫期に黄色トウモロコシによ
る現物出資(8ペソ佃gx50kg)を認めている.なお,組合費は年50ペソ/
人であるが,徴収率は平均50%と極めて低い.
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2004年末現在の資本(CBU)は83…7万ペソである. 2003年の粗収入は
31.9万ペソであるが,うち採石事業収入が26万1935ペソと全体の85.6%
を占めている,すなわち同協同阻合の財政基盤の強化は,州政府の支援で,
軌道に乗りつつある.
(5)クマパオ水利組合(イサベラ州トゥマウイニ)
クマパオ水利組合(Cumabao Irrigators'Association)は, 1980年に発足,
証券取引委員会(Securities and Exchange Committee: SEC)に登録した比較
的に長い歴史を有する叙織である.ムニシパリティ・トクマウイこのクマパ
オに位置し,組合員は145人で,対象面積160haでうち105haが湛淑地で
コメ生産,残りの55haが黄色トウモロコシを栽培しており,黄色トウモロ
コシまで含めると平均農地面積は1…10haである.
同水利組合は国道から10キロ以上も離れた山間に位置し,市街とは山道
の悪路に阻まれている.また,同水利組合を基盤とする協同組合は組織され
てない.したがって,コメ,黄色トウモロコシの買付事業はしていない.秤
買人がトラックで農家庭先に買付けにやってくる.
水利組合独自の事業としては研修事業がある.近年行われたのは農業省支
援の総合殺虫剤管理(25人/日×2回),ハイブリッド米生産研修(30人/1-
2日×3回)である…
組合員の土地保有状況をみると,自作農が21人,定額小作農が108人
残りは年賦返済中などであり,圧倒的に定額小作農が多い.ところがその一
方で,所有面積100haに及ぶ地元有力者である農家が混在する.農地保有
関係はかなり複雑である,
(6)どリャノルテ…ユナイテッド・ファーマーズ多目的協同組合(キ1)ノ
州マデリャ)
ピリヤノルテ…ユナイテッド・ファ-マ-ズ多目的協同範合(Villanorte
United Farmers Multipurpose Cooperative)は, 1992年にCDAに登録,設立
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した多目的協同組合である.キリノ州ミニシパリティ・マデリャ地区の農家
を構成員とし,組合貞総数は447人であり,うち443人が黄色トウモロコシ
の契約栽培を行っている.単品を生産する協同組合としてはその規模は比較
的大きいといえる.
同協同組合の設立の経緯は,地元マデリャの地区司祭であったマルセロ・
カエルス神父経由でベルギーから飼料製造機械が寄贈されたことからによ
る,これは地元における養豚業振興を企図したものであり,トラクタ-,戟
燥機械を含んでいた.引き続き, 10輪トラック1台,ハンドトラクター2台
が寄贈され,地元バランガイ・ピリャノルテにおける優良な飼料生産に弾み
がついたのである…黄色トウモロコシの生産増強に対応すべく,倒産したピー
ナツ栽培協同組合の保管倉庫(保管能力2万カバン-1000mt)を購入した.
このように,飼料原料作物栽培を目的とした農業機械化の推進が,その後の
協同組合活動における成功の端緒となっている.事実,同協同組合は, 1996
年キリノ州優秀協同組合, 2001年カガヤン・バレー地方優秀協同叡合第3
位(国家食糧庁(National Food Authority: NFA)後援)など,多くの賓を受
賞してきた…
以上のような農業機械化を背景に,同協同抱合が取組む事業は多岐に
及び, ①生産融資, ②生計貸付, ③穀物取弘　④トラクター賃貸, ⑤機械乾
煤, ⑥トラック輸送, ⑦農業投入財販売, ⑧倉庫保管, ⑨預金受^, ⑩飼料
製温　⑪養豚の11事業である.
事業内容で特記すべきは,契約栽培による黄色トウモロコシ事業の展開で
ある.農民から黄色トウモロコシを買上げ,大型トラックで首都圏のパタン
ガス州に所在するリンコマに売渡す.納入先のリンコマには大型飼料工場が
付設されている.キリノ州に近いブラカン州にも他社の大型飼料工場はある
那,仲介したフィリピン土地銀行(Land Bank of the Philippines: LBP)が相
手先のリンコマに融資しており,現在の契約となった.収穫物25mtの輸送
は収穫期毎に30往復し,輸送量総計は750mtに及ぶ…
契約栽培であるために農家に対する技術指導を行うが,同時に上限1万
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2000ペソ伽の投入財融資を行い,この金利は年利24%に手数料4%を加え
た28%となる…　これは商業金利とほぼ同じである.この原資は土地銀行か
ら3.8百万ペソを年利12%,ケダン公社(Quedan Corporation)から2.0
百万ペソを年利28%で調達した.
同協同組合役員によると,近い将来にはコメ取引への参加を計画している.
黄色トウモロコシ買付けで蓄積した情報の積極的利用を構想しているよう
で,実現性は高いと考えられる.財政面からみた同協同組合は, 2003年の
粗収入は247…0万ペソ,資本は443…1万ペソになり,財政的には組合事業経
営は軌道に乗ったといえる…
第2節　小括
以上のように,黄色トウモロコシに対する国内需要の急増を受けて1991
年以降に黄色トウモロコシ生産農家を構成員とする協同組合が形成されてき
たことがわかる.
その特色は,第1に,協同組合をみると契約栽培16)を実施しているとこ
ろと,それ以外のところが混在している…　必ずしも統制は取れていない.級
合員農民であっても「よいところ取り」 (cream skimming)で,条件を総合
的に判断し仲買人に売り渡す.しかしリンコマの意向は明確であり,安定的
な生産量,同質の生産物を確保するため,契約栽培の励行を奨励している.
家畜飼料生産販売の協同組合であるリンコマは技術,資金援助を生産農家に
付与し,営農資金貸付,営農技術指導を行っている…
第2に,協同組合は,黄色トウモロコシ生産以外にもコメ生産農家を構成
員としていることである…　また,当初は黄色トウモロコシから発足した協同
組合もコメ買付事業を計画するなど,構成員の多様化をはかることで安定的
な組合運営に配慮していることが明らかになった.
第3に,協同組合の組織形態は多目的協同組合であり,その事業活動は多
岐にわたっている.その最重点事業は,黄色トウモロコシの買付事業である.
生産融資の貸付は一般的である…　なかには,農業生産に直接には関連しない
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ガソリンスタンド経営をしているものもあった.
第4に,多角的な事業展開からの収入源が確保されたことで,ほとんどの
協同組合の収入があり,これを受けて資本(CBU)は順調に増加して,財
政状況は軌道に乗っている点である.
第5に,協同組合活動にとっての基本的,かつ決定的な課題はインフラの
設置不足である.カガヤン…パレ-地方の中心都市であるツゲガラオから国
道5号線を南下すると国道沿い延々と,農民が黄色トウモロコシを天日竜燥
している.ハイウエイ通過車輪による粒渡し被害などで品質が劣化している
(写真7)…　協同組合には必ずしも十分な乾燥機がない,組合員農家の自家用
穀物の乾燥,製粉を優先させている事例も多かった,
第4章　物流が欠落した流通経路
イサベラ州を含むカガヤン・バレ-地方における黄色トウモロコシの流通
経路に関する調査は2004年に農業省カガヤソ・バレ-地方事務所などが実
施している171…　同調査によると,生産農家からムニシパリティ内仲買人を経
由するものが97%に達している…　さらに,こうして集荷したトウモロコシ
写真7　国道で黄色トウモロコシを軽焼(イサベラ州イラガン市)
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の72%がカガヤン・バレー地方とその他地方との間で,仲買人を経由して,
例えば,中部ルソンあるいはマニラ首都圏の養鶏,畜産農場に配分される(図
3).同農業省調査では,流通経路に協同組合は計上されていない.これは農
図3　黄色トウモロコシ流通経路(カガヤン・バレー地方)
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同調査時点では協同組合による黄色トウモロコシ買上事業がそれほど顕在化
していなかったことによるものと考えられる.
本章では,黄色トウモロコシの流通経路についてイサベラ州地区を中心と
して,最初に仲買人　次いで協同狙合による買付け,売渡しの現況をみるこ
とにする.
第1節　仲買人経由による流通
黄色トウモロコシの流通部門では,民間の仲買人が登場する.聞取り調査
を行ったイサベラ州ム二シパリティ・オーロラでは,地元仲買人は20-30
人もおり,競争条件は厳しいという現実がある.そして,仲買人は緊密に情
報交換をしており,とりわけ価格に関しては相場に沿って取引をしている.
つまり黄色トウモロコシの買付価格,投入財の販売価格に関しては市場を形
成していることがわかった.
また,ほとんどの仲買人は倉庫,乾燥機楓　輸送トラックを所有し,乾燥
コスト,輸送コストを内部化している,すなわち,農家庭先価格に乾燥コス
ト,トラック輸送コストを加えた価格が,仲買人の出荷価格になっている.
最終需要家である飼料加工業者は大手企業であり,これら業者による買上価
格は輸入価格との比較で決定されている.黄色トウモロシ仲買業は,市場原
理が支配するビジネスである.
以下,イサベラ州における仲異人の3事例についてみることにする.
(1)カワヤン穀物センタ- (イサベラ州カワヤン市)
カワヤン穀物センターは,カワヤン市の国道5号線に面し近代的ビルを構
える地元大手の穀物仲買人で, 1995年設立され,黄色トウモロコシ取引は
年間3万mtに達している.なお,地元では年間取引4-5万mt水準を扱え
ば,大手の仲買人となる,
イサベラ州内には集荷機能を付与したトレーディング・センタ-あるいは
同業者組合というものはない.また,バランガイ(村),ムニシパリティ,
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州の範四を超えての事業展開に対しては何の規制はない.まさに優勝劣敗の
競争的条件におかれている,大手仲買人と小規模仲買人との差異は,乾燥機
設置の有無である.機械乾燥料は水分含量が14%で, 1.00ペソ戊gである.
飼料生産会社(feed-miller)までの輸送コストは,首都圏のバタンガス州ま
で0.90ペソルg,リサ-ル州で0.80ペソルg,カビテ州で0.80ペソ佃g,ブ
ラカン州で0.70ペソ佃gとなっている.
岡センター支配人によると黄色トウモロコシ業界で問題なのは生産部門で
はなく,流通部門であるとし,その理由に2点をあげる.第1に,飼料生産
会社は強力な同業者細_合を結成している.黄色トウモロコシは,イサベラ州
では3分の1をサンミゲル社(SanMiguel Corporation, SMC)とその子会社
が買い上げ, 3分の2を仲買人が買上げる. SMCは全国規模で飼料工場を
展開しており,単独で最大の買手でもある…　その一方で,第2に,肥料,農
薬など投入財価格が相対的に高いとしている.
(2)トリプ蝣"'A穀物センター(イサベラ州オ-ロラ)
ト.)プルA穀物センターは,町内目抜き通りに店構えをする地元大手の
コメ,黄色トウモロコシの仲買人である(写真8).本店は中部ルソン地方の
ヌエバ…エシノ、州カバナツアン市にあるゴールデン…ライスミル社で,同セ
ンターは1980年に支配人の父親の事業を引継ぎ創業している.現在の従業
員は5人である.本店の事業展開,は地元オ-ロラに同センタ-を含めて集
荷所6店,カバナツアンに集荷所2店を開設し手広く穀物の買付をしている.
同センターでの黄色トウモロコシ買上げは,最盛期は1日200mtと活況
を呈する.農民から直接買上げが中心であるが,小規模仲買人からの買上げ
もある.寛燥機5台を設置しており, 200カバン(10mt)/日の加工能力を
備えている.買上価格は,水分含有量20-28%で5.0ペソ佃gである.機械
乾燥料金は水分含有量14.0%で1.30ペソ佃gとしている.なお,農民に対
する資金貸付も行っており, 2万500α'2ha,利率12%/作付期,返済は現
物返済(価格一定)としている.
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写真8　活況を呈する仲買人の店先(イサベラ州オ-ロラ)
本店には,トラック12台(35mt車が1台, 25mt皐が11台)があり,
黄色トウモロコシはプラカン州,パンパンガ州の飼料工場に輸送する…　売渡
先は,セレクタ飼料会社,ビーメグ社でいずれもサンミゲル社の子会社であ
る.
(3)サンタマリア・テレシタ・トレディング(イサベラ州オ-ロラ)
サンタマリア・テレシタ・トレディングは,村内に事務所,兼集荷施設を
備える小規模のコメ,黄色トウモロコシを買付けの仲買人である. 1980年
に両親が創業し,現在は姉妹の経営に移っている.従業員は8人,倉庫2棟,
覧燥機(処理能力7mt/日)2色　資本金700万ペソである.
同社における黄色トウモロコシ買上は,最盛期に1B25mtである.農民
から直接買上げが中心である.買上げ価格は,水分含有量20-28%で5.0ペ
ソ佃gである.乾燥後は7…80-8.00ペソ戊gである.地元オーロラの仲買人
は30人内外であり,買付価格,投入財販売価格に関して情報交換をしてお
り,市場が形成されているとする.同社における他の仲買人との差別は,農
民に対する資金貸付の便宜の有無であり, 1万ペソ/ha,利率20%/作付期,
5%/月としている.他に較ペて利率は高くなっている.
フイ1)ビンにおける黄色トウモロコシ生産と流通　　39
輸送用にトラック1台(12mt専)があるが,黄色トウモロコシはブラカ
ン州の飼料会社に搬入するが,同社はバイクリッチ社の子会社である.
第2蔚　協同組合経由による流通
黄色トウモロコシに対する需要増大を契機に,生産農家による増産を支援
するための制度的枠組構築が進捗している.フィリピン土地銀行(Land
Banl( of the Philippines, LBP)による黄色トウモロコシ生産農家協同組合に
対する支援である.すなわち, LBPによる生産農家協同親合に対する支援,
同様にして飼料生産販売協同組合に対する支援である.具体的には,北部ル
ソンにおいては,各地の生産農家協同組合,パタンガス,パンパンガ州在の
飼料生産販売の3協同組合に対する資金融資などの支援を実施している.後
者の3協同組合は,北部ルソン協同組合連合を結成している(図4).この
協同組合のひとつが,後述のリンコマである.
(1)リンコマ多目的協同組合(バタンガス州リパ市)
協同組合経営の飼料生産販売における成功事例によく登場するのが,バタ
ンガス州リパ市所在のリンコマ多目的協同組合(LINCOMA Multi-Purpose
写真9　リンコマ多目的協同組合の事務所(バタンガス州リパ市)
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図4　黄色トウモロコシ流通経路(フイ1)ピン土地銀行支援協同組合経由)
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Cooperative) (以下リンコマ)である(写真9).全国にある契約農地はク
ラスター280haのうち261haを占めている…　そして黄色トウモロコシ生産
の契約農家に対しては生産融資として土地銀行　CLBP)資金を利用し, 2万
3000ペソ佃a,利率12%/年で貸与している.
リンコマはこれら生産農家が組合員である協同組合から黄色トウモロコシ
を買上げて,飼料に加工している.生産能力は,マス(鶴)30トン/毎時,
ペレット(粒)20mt>/毎時である.製品の飼料は,ブラカン,バクンガス,
ラグナ,ケソンの各州に配置した販売代理店21個所を通じて販売される.
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すなわち,零細畜産農家(backyard)および商業畜産農家Ccommer℃ial)の
6000農家を対象として販売している.
トウモロコシ生産拠点の協同組合と飼料消費拠点の間にあって飼料生産に
あたり,その運営資金はLBPに依存するという全体像が浮かび上がる.
また,バタンガス州には,登録飼料生産販売会社は50社あり,このうち
4社が協同組合経営である.原料の黄色トウモロコシの搬入はイサベラ,辛
リノ,ハンガンナンの各州からが全体の70%,ミンダナオ島からが同
10%,そして近年の特徴として数年前からはミンドロ島サプラヤソ(Sablay-
an)からの搬入が増えて現在は同20%にも達している.地元のバタンガス
州における黄色トウモロコシ栽培は合計しても50haに過ぎない.土地代金
労賃が高くなっており,規模の経済がはたらかないというのがその理由であ
る.しかしながら,飼料原料の需要が高まっていることを受け,近年は地元
パタンガス州でも砂糖キビから黄色トウモロコシ-の作付転換が進んでい
る18).
1)ンコマは,自家用トラックによる輸送はしていない.独立したトラック
輸送会社に委託している.従業員は200人,資本金は1億ペソ,工場設備等
資産は6億ペソ,年間純利益は2500万ペソと好成績をあげている.
(2)どリャ・ルナ多目的協同組合(イサベラ州カワヤン市)
どリャ・ルナ多目的協同組合は,買付量をみると急増していることがわか
る. 2002年に988mt, 2003年には976mtであったものが2004年には
2274mtにと2.3倍になった.同時に買付価格も雨期は2003年5月の6.50
ペソJkgが2004年5月に9.90ペソAtgとなった.乾期はこれが遊転し,
2003年11月の8.40ペソ佃gが2004年11月には7.40ペソ九gに低落した.
2005年5月現在では買付価格は7.80ペソJkgである(裏11). 7.80ペソA(g
の例では水分含有率は14%で,乾燥料は協同組合負担となる,未乾燥の場合,
水分含有率30%で,買付価格は5.30ペソ佃g (7.80ペソ×0.70-5.46ペソ/
kg)でその差は2.50ペソルgとなる.
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同協同組合の強みは,乾燥機械(能力毎時4mt)を1台設置しており,
範合見　非組合員から1.50ペソ佃gの料金で乾燥代行業をしている息　お
よび輸送トラック2台を(積載量各35mt, 25mt)を所有し,自家用とし
て利用している点である.
機械乾燥料は1.50ペソ/kg,天日乾燥料は0.25ペソAigとしている.また,
輸送コストは,飼料=場のあるバタンガス州まで1.25ペソ/kg,ブラカン州
まで0.80ペソ佃である,水分含有率14%分の原価7.80ペソ伽にこれを
加えると,バクンガスでの最終原価は9.05ペソルgになる.さらにマ-㌔
ン0…40ペソJkgを加えると売渡価格は9.45ペソ佃gである.同様にしてプ
ラカンでの売渡価格は9.05ペソAigである(図5).
2004年の同協同組合の黄色トウモロコシ買付量は年間227…5mtに達する.
このうち20%をリンコマに売渡し,残りの80%は,在ブラカン州の他の飼
料会社に売渡す.
(3)ェスペランサ多目的協同抱合(イサベラ州オ-ロラ)
エスペランサ多目的協同組合は,黄色トウモロコシの買付は4月と8月に
実施するだけで, 2004年には雨期に100mtを買付価格は8.00ペソ佃gで,
売渡価格は8.30ペソ佃gであった.これが乾期には140mtを買付価格8.00
ペソ戊gで売渡価格を7.30ペソ佃となっていた(表12).
買付価格の8…00ペソ佃gは水分含有率14%であり,水分含有率が20-
30%では5…00ペソJkgとしている.
2005年5月現在で生産農家からの50%を同協同組合が買付け,うち10%
を飼料会社に売渡すが2000年からはその全量がバタンガス州のリンコマ向
けとなった.残りの40%を仲買人に売渡している(図6),
輸送コストは,プラカン州までが0.60ペソルg,バクンガス州までが0.80
ペソALgである.したがって, .)ンコマには9.10ペソ佃gで売渡している・
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図5　喜色トウモロコシの流通経路
(イサベラ州ビリャ・ルナ多目的協同組合　2005年8月)
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(出所)筆者聞取り.
(4)どリャノルテ…ユナイテッド…ファーマーズ多目的協同組合(キリノ
州マデリャ)
キリノ州にあるピ.)ヤノルテ・ユナイテッド・ファ-マ-ズ多目的協同組
合は,買付量をみると2002年に1171mt, 2003年に1069mt, 2004年には
1136mtと一定している.同時に買付価格も雨期は2003年5月の6.60ペソ!
kgが2004年5月に10…00ペソ戊gに急騰した.乾期はこれが急落し, 2003
年11月の8.10ペソルgが2004年11月には7.25ペソ佃gに低落した(秦
13)…
フィリピンにおける黄色トウItロコシ生産と流通　　45
表12　イサベラ州エスペランサ多目的協同組合における
黄色トウモロコシ買付・売渡(2003-2006年)
月 2003年 2004年 2005年
買付 畳 買 付 価 格 売 渡 価 格 n cu 買 付 価 格 売 渡 価 格 買 付 簸 買付 価 格 売 渡 価 格
kK ペ ソ化g ぺ 蝣*s kg 蝣vk ペ ソJkg kg ペ ソn{g ペ ソJkg
1
2
J
4
5
6
7
8
9
10
ll
12
0
0
0
n.a.
0
0
0
l.3
0
0
0
0
8.00
8.00
8.30
7.30
0
0
0
100.0C氾
0
0
0
140,000
0
0
0
0
8.00
8.00
8.30
7.30
0
0
0
100,000
0
0
0
n.j.
0
0
0
0
8.00 830
;>.t n.a. 240,000 100,000
(出所)筆者聞取り.
2005年8月現在の同協同範合による買付価格は7.00ペソ戊gであり,組
合員農家生産量の40%を買付けている.これがリンコマには8.50ペソ位g
で売渡されている.一方,組合員農家生産量の60%をムニシパリティ内の
仲買人が買付けており(図7),価格は6.90ペソ佃gと協同組合に比較して
若干低くなっている.仲買人の買上価格に比較して協同抱合は価格面では優
位であるが,仲買人は農家に投入財を前貸しする.農家に対するきめ細かな
対処があり仲買人にはかなわないようである.
第3節　小括
以上では,カガヤン・バレー地方の黄色トウモロコシの流通経路をイサベ
ラ州の仲買人,協同組合の事例を中心に述べた,その特徴は以下に整理する
ことができる.
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図6　黄色トウモロコシの流通経路(イサベラ州エスペランサ多目的協同組合)
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二
(出所)現地聞き取り
第1に,カガヤソ…バレー地方内に黄色トウモロコシの集荷センターがな
く,仲買^,協同組合ともに自前でマニラ首都圏,あるいはその近隣州に生
産物を搬送する必要がある.そして大手仲買^,協同組合は輸送手段として
大型トラックを所有している.このように運送会社がない,すなわち「流通」
のための「物流」が欠落している.その意味で,協同組合のT)ンコマだけは
自家用輸送トラックをもたずに,輸送会社に委託している.これが問題解決
を先取りした経営方針である.
第2に,大手仲買人,協同艇合ともに機械乾燥施設を設置し,買上げた生
トウモロコシを機械竜燥し,晶質を統一してから出荷する事例が多い.農家
が自前で天日乾燥した後に持ち込む事例も多いが,その場合でも再竜燥して
出荷している.
第3に,大手仲買人の場合に徹底している点であるが,一時保管する倉庫
を保有しており,価格動向を見極めながら出荷時期をうかがっているとの点
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表13　キリノ州ビリヤノルテ・ユナイテッド・ファ-マ-ズ多目的協同組合における
鳶色トウモElコシ買付・売渡(2002-2004年)
月 2002年 2003年 2004年
買 付 畳 買 付 価 格 売 渡 価 格 買 付 鼓 買 付 価 格 売 渡 価 格 買 付 立 買 付 価 格 売 渡価 格
kg ペ ソJkg ペ ソルg kg ペ ソJkg ペ ソ戊g kg ペ ソ佃g ペ ソ佃g
1 27,778 7…00 8…00 15,779 6Jサ 8.10 0
0.30 7.60
2 13,784 6.50 7.50 30,362 6ー70 7.60 0
3 12,682 6.50 7.50 70,043 6ー40 7.70 42,941
4 144,733 6.40 7.40 241,404 6.10 7.70 207,049 9.30 ll.00
5 335,101 6.40 7.40 180,469 6ー60 7.40 311,689 1(1.1伽 ll.30
6 50,280 7.00 8.00 55,742 6.80 8.10 9,738 IO.i山)
7ー50
ll.30
9.00
7
8
9
16,632
0
99,591
7.00
6.60
8.00
7.60
21,666
0
76′508
6.80
7.40
8.10
8.70
0
0
85,602
10 279,578 7.00 8.00 220,188 7.90 9…20 223,730 7.50 8.80
ll 148,694 7.00 8.00 140,175 8.10 9.40 211,890 7.25 8…55
12 42,221 6.80 7.80 16,680 7.50 8…80 44,103 :.30 8.60
合 計 1,171′074 1′069,016 1,136,742
トラ ック
輸送回教
46 42 45
(出所)筆者聞取り.
である.協同組合でも十分な倉庫機能を保有しているところは,黄色トウモ
ロコシ取引においても利益を計上し,財政状況は年間粗収入443万ペソにも
達した事例があった.倉庫機能の付与が協同鼠合事業の成否を決するのであ
る.
第4に,契約栽培の場合であっても,必ずしも全量をリンコマに売渡すわ
けではない.まず,生産農家の組合員自身が生産物を仲買人に売り渡すし,
また,協同組合も買上げた黄色トウモロコシをリンコマ以外の飼料会社に搬
入する事例が一般的である.協同組合といえども,売渡価格,売渡時期,売
渡量などを総合的に判断しながらの経営手腕の発揮が求められている…
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図7　黄色トウモロコシ流通経路・価格
(キリノ州ピ.)ヤノルテ・ユナイテヅド・ファ-マ-ズ協同組合　2005年8月)
0協同組合経由
40%
生産農家
協同組合
水分含有率14%
7. 00へ.ソ/kg
②仲買商経由
ふ.
t
水分含有率14%
6. 90へeリ/kg
水分含有率14%
7. 00'へ.リ/kg
l
輸送コスト1…00へ・ソ′kg　垂:]輸送コ-00へ・リ/kg
J　　マージン0. 50へ。ソ/kg l　　　マージン0. 50へ。ソ/kg
L INCOMA売渡価格8. 50へ。リ/kg
(出所)現地聞き取り
~㌃「売渡価格8. 40へ`ソ/kg
第5章　黄色トウモロコシ生産奨励と地方政府の役割
第l節　トウモロコシ生産奨励基金の設置
アキノ政権下における1991年地方政府法の成立にともない農業技術の普
及事業は地方分権の対象となり,ムニシパリティ(municipality)政鳳　ま
たは州(province)政府に移管されることになった.これを受けそれまで農
業省に所属し地方の農業事務所に配属されていた農業専門家(agriculturist)
は州,またはムニシバ1)ティ政府に移籍された…
イサベラ州においては,上記の状況変更に加えて特殊事情がこれに加わっ
た.州政府農業専門家によると,黄色トウモロコシ生産奨励のための各種基
金設置など次ぎのような計画を掲げている19)
- I I ド r.l'iト7.1茶色い、モ蝣' -蝣. I ffと沌d　　19
第1に,災害基金(Calamity Fund)枠の設定である.同州は, 2004年8
月に台風イグメ　Clgme)による甚大な被害を受けたが,被災したムニシパ
リティ政府に一般予算(General Fund)の5%に相当する災害基金を設け,
この基金を活用して,黄色トウモロコシを買付け,これを被災農民に配分す
る.
第2に,ムニシパリティ政府予算における内国歳入割当(Inter血1 Reve-
nue Allotments: IRA) ,および地方開発基金(Countryside Development Fund:
CDF)の活用である.この目的は,黄色トウモロシ農民を対象として農家市
場間道路(Farm toMarket Road),港淑施設の建設を急ぐためとしている.
第3に,トウモロコシ買付基金(CornProcurementFund)の設置である.
これは地元出身のエドゥイソ・ウイ下院議員と同州グレ-ス・パダカ知事の
発案で着手されたものである.すでに中央政府の食糧庁(NFA)と覚書が交
換されており, 2005年雨期からNFAによる黄色トウモロコシ買上げ価格に
1…00ペソ佃gを上乗せするものである.この基金としてウイ議員側からNFA
に500万ペソが出資される.対象地区はウイ議員選挙区であるイサベラ第2
区の11ムニシパリティに限定されている,
第4に,州政府による農家機械化計画(Farm Mechanization Program)の
策定である.これは農家の整地作業コストの引下げを目的とし,農家に対す
る低コストのサ-ビス提供に結実する.州政府に配分予定のIRAを担保に
フィリピン土地銀行　CLBP)から2500万ペソの融資を請け,このうち2200
万ペソでもってトラクター(90馬力)10台購入する.また,州政府一般予算
でトラクター(同)6台を購入するとした.トラクタ一計16台は州政府工事
局に配置される…
第5に,州政府による農家市場間道路の建設である,州政府工事局が一般
予算を用いて建設工事を行う,
以上の5項目は構想段階であり,その後の進捗状況は不明である.その有
効性,効果に関しては不透明な部分がある…　例をあげると,地方開発基金は
利益誘導予算として国民に不評であり政府の予算管理省当局は実施に消極的
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であるとの経緯がある,また,トウモロコシ買付基金は,低い価格時に買上
げたトウモロコシを価格高騰時に売却し,利益はNFAに蓄積される.これ
が出資金配当金として出資議員に還流するのではとの指摘がある20)…　かかる
批判があるものの全体的にみれば地元議員の増産にむけた意欲の高さがうか
がえる…
第2節　協同組合組織の強化
1990年に協同紅合法(共和国法第6938号)と協同組合開発庁　CCDA)設
置法(同第6939号)が制定されている…　CDAの目的は2本柱からなり, (む
協同組合,協同組合連合会,各種親合の登録などの規制機能, (塾協同組合と
その組合員の教育研修などの開発機能である.現在全国レベルでは年間新規
加盟貞16万人を擁する協同組合活動であるが, 30%近くが活動停止中で,
この背景には以下の基本課膚がある. ①規模の零細性, ②不十分な事業機能,
③資本…資金動見　④連合範織の零細性が指摘されている…
以上の基本課題は,カガヤン・バレー地方の協同組合が共通して直面して
いるものである.現状では,政府資金の信用供与枠を得るための協同組合設
立が横行している.すなわちイサベラ州では, 2004年6月現在, CDA登録
協同叙合数は1567組合であったが,うち活動中はわずか515紅合にすぎず,
活動停止中は658組%,解散は212抱合,取消は182組合となっている21)
以上の問題に対処すべく政府は,地方政府とCDAとの連携を規定した
1993年行政命令CEO)第95号を受けて協同親合開発評議会(Cooperative
Development Council: CDC)を国家,地方,州,市レベルでの設置を義務付
けた.すなわち,国家協同魁合開発評議会(National Cooperative Develop一
ment Council: NCDC)の下部組織として州協同組合開発評議会(Provincial
Cooperative Development Council: PCDC)を開催し,州立協同組合担当事務
所(Provincial Cooperative Aぬirs Office: PCAO)の設置を決めた.
これを受けて,カガヤソ・バレー地方のうち,イサベラ州,ヌエバ・ビス
カヤ州においては州政府による州立協同組合担当事務局が発足している…　こ
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れは,政府機関のCDAが協同組合登録の業務以外には実質的に機能してい
ないとの現状に対する危機感から,地方政府が対応したものである.具体的
には,ヌエバ…ビスカヤ州のPCAOをみると,州庁舎コンパウンド内に清
潔な事務所を構え, ①協同狙合,同連合組織のデ-タバンク構築, ②組織経
営能力開発, ③連合組織の弟化, ④情報・技術統括のワンストップショップ
の撮供に着手している.こうした,州政府の協同組合振興にむけた活動は,
同様にしてイサベラ州においても始動している.
これらは,地方分権政策を前向きに取り込んだ地方政府による新たな農業
開発への取り組みに発展することが期待されている,
終　章
1980年代半ばから持続的に増加してきたカガヤン…バレー地方における
黄色トウモロコシ生産は,その多くを家族的経営からなる農民が担ってき
た…　コメと兼業の場合においても農家純収入は両者の差異は少なかった.す
なわも,生産農家にとって黄色トウモロコシ純所得は追加的であり,農民の
生産意欲は高まる.これを背景にしてイロコス地方からの農業移民が流入し
てきた.そしてさらなる開拓を担った.
これに対し協同組合は,政府支援あるいは受入の飼料生産販売協同組合の
指導により健全経営を実現することで財政基盤の強化が図られてきた.しか
しながら,本来の目的としてきた投入財,サービスの価格に対して交渉力の
強化に関しては正直のところ緒についたばかりである.
黄色トウモロコシ生産農家による協同組合の特徴をまとめると以下の4点
に^-i.
第1に,協同組合員である,あるいは契約栽培であるとの拘束が生産農民
には課せられているが,協同組合の統制は効かないとの現況である…　これは
資金力,サービス提供の面では協同組合自身の経営基盤がまだ不十分である
ことに起因する.かくして生産農民は従前同様に仲買人に依存してしまうの
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である.
第2に,協同組合境化にとって克服すべき基本課題はインフラの不足であ
る…　例えば協同鼠合には十分な竜燥機がない.このため,前述のとおり,カ
ガヤソ・バレー地方の国道5号沿い延々と,農民が黄色トウモロコシを天日
竜燥している.本来これは通行に支障をきたすため遵法である,結果として
は粒欠損など晶質劣化による仲買人による買い叩きを招くことになる.
第3に,一方では仲買人は,同業者が競合しており市場原理が支配してい
る.それを支えるのは輸送トラックと顧客情報の把握である.協同組合が見
習う点はまさにこれにある,資本力強化による資産の充実,事業経験の蓄積
は仲買人のそれを上回ることは可能である.協同組合活動強化のカギは,こ
こにあると考えられる.
第4に,黄色トウモロコシ生産農家と飼料使用の畜産農家との利益を共有
すことで両者の相乗効果の作用は,生産農家の課題克服を支援するプラスの
環境として期待できよう.飼料生産販売協同紅合であるリンコマの事例は,
トウモロコシ生産と畜産農家の接点としての機能の成功例である.
飼料増産は政策の緊急課帯である.これは黄色トウモロコシの生産性拡大
と生産農民の所得増加を達成する好機である…　まさに協同組合活動の載化が
求められている.
【注】
1)本論文は2005年8月に実施したフイ1)ピソにおける現地調査を中心として取
りまとめたものである.現地調査に際しては,以下の諸氏から貴重なご意見を
賜った.あらためてここに謝意を表する次第である…
Dr. )esus S. Binamira, Department of Agncultu托, National Corn Coordinator; Mr.
Lucrecio R. Alviar Jr., Department of A;群Iculture, Regional Field Unit 02, OIC-
Regional Technical Director for Planning, Administration, Finance, R & D,価,
HVCC & Com.; Mr. Josehto R. Lingao, Vice President, LINCOMA Multi-purpose
Cooperative.
2)梅原弘光(1988) 「フイ1)ピンにおけるトウモロコシ生産の展開」梅原弘光編『東
南アジア農業の商業化』アジア経済研究所, 201-224貢.
3)梅原論文, 201-224頁.
4 ) Bureau ofA:夢icultural Statisticsデ-タによる…
5)家畜飼料の輸入関税は45%であるため輸入はしていない…　原料の輸入黄色ト
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ウモロコシ関税は35%である純　輸入飼料用小麦は7%である.このた範,不
足分の30%は飼料用小麦である…　現地関係者からの聞取りによる.
6)在マニラ内航海運事業の関係者聞取り.
7)株式会社アルメック(2005) 『フィリピン内航海運振興計画最終報告書(要約)』
独立行政法人国際協力機構, S66-S69見
8)前掲梅原論文, 201-224貢.
9)タイのトウモロコシ生産については,以下を参照.斎藤一夫(1965) 「タイに
おけるトウモロコシの生産と流通」 『アジア経済』第6巻第6号.
10)農業省関係者の説明による.
ll) 『日本経済新聞』 2005年8月26日付けの「トウモロコシの国際価格」欄…
12)梅原弘光(1986) 「フイ1)ピソ-穀物容量単位」小島薦逸・大岩川轍『「は
かり」と「くらし」-第三世界の度量衡』アジ7経済研究軌　34-38頁…
13)サマバン・ナヨソ(Samahan Nayon,村落の意)は,マルコス政権下の1973
年大統債令第175号をもって規定された協同組合というよりも「前段階協同組
合」として位髭づけられた.主として農地改革受益農民を対象とした村落組合
であったが,その多くは失敗に終わった.農民組合活動が低迷した理由は,バ
ランガイ(村)に政治的基盤を構築しようとの政治的目的をもった上からの鼠
織化であり農民の支持を得られなかったとする.このほか,サマ-1/・ナヨソ
は西欧や日本の協同組合制度を機械的に導入したことでフィリピンの伝統的価
値観を十分に考慮したものではなかったとの指摘がある,下方芳美・松久秀一・
稀盛幹八…板木雄次・藤森隆志(1998) 『フィリピン農業の課題と日本の協カ
ーJICA専門家の視点からの考察と提言』, 23-29頁,
14)現地聞取りによる.
15)現地聞取りによる…
16)契約栽培の効果は,栽培農家は生産物市場,価格,所得を保証されるし,栽培
委託企業は労使間麺,土地保有を免れることができるとしている. IBONFoun-
dation lnc. (2004), 'Contract Growing'IBONFacts &物蝣res Vol. 21, No. 4, pp… 214…
17)次の資料を参鳳　De Los Santos et al. (2004) North and Central Luzon Market
Assessment Projei鴎Rapid Ma娩eti呼物tsal Corn , mimeograph, A Project of
the Department of agriculture Regional Field Unit 1, 2, 3 and CAR, Agribusiness
and Marketing Assistance Service, Bureau of Agricultural Statistics.
18)現地聞取りによる…　また,サンミゲル社は黄色トウモロコシの代替としてカッ
サバ栽培を奨励している.
19) 2005年8月に現地におけるイサベラ州農業専門家からの聞取りによる.
20)マニラにおける農業省高官からの聞取り.
21) Cooperative Development Administration (CDA), Tbguegarao Extension O:伝ce
のデータによる.
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Production and Marketing of Yellow Corn in the Philippines
- A Case Study of the Cooperatives in Isabela Province of Cagayan %lley Region -
Katsumi Nozawa
The purpose of this paper is to elucidate the salient features of yellow corn produc-
tion and marketing m the Philippines from the view point of producers'cooperatives. The
paper is based on a丘eld survey conducted in the country's biggest volume of yellow corn
producing province, Isabela, at the north-eastern part of Luzon Island, Cagayan Valley
Region. Yellow corn production in the region has been increasing constantly since the
Y I I L　(.-tJけさ緯巴い'-*I-　一・. 1度.'.ft-i　　トS
mid 1980's and the production was accomplished by the family labor of the farmers… The
recent increase in the strong demand for feed by the swine and poultry industries, due to
the unproved livelihood of the people in the country, brought about incentive to increase
the area and harvest of yellow corn. The national government concomitantly initiated the
policy to improve the livelihood of the farmers through agricultural diversification includ-
ing the yellow corn harvest. TO meet this goal, cooperatives of hrmers were formed by
the government and pnvate feed production-marketing cooperative to eliminate the ex-
ploitation of血rmers by private traders.
The paper scrutinizes the current status of the cooperatives and the individual
formers in the above mentioned province. The characteristics of the yellow corn coopera-
tives are described as follows.
First, the paper narrates the weak implementation of requirements imposed on
contract growers to ship all of their harvest through cooperatives. Thus, the farmers pre-
ferred to sell it to traders. This is caused by the lack of service supplied to its members
due to a shortness in the capital build-up of the cooperatives.
Second, the poor infrastructure is a problem of great urgency that needs to be
solved for the strengthening of the management power of the cooperatives. In this re-
gard, the paper introduces the血ict that the lack of drying machines by the cooperatives,
for instance, forces the farmers to sun-dry their harvest for miles along national high-
ways although it is strictly prohibited by law. Consequently, this leads to the sellers
weak f氾蝣sition to lower their pnces because of the low quality of the product.
Third, market economy dominates even among traders within villages as they are
keen to competition in terms of corn price. The paper explores the fact that the equilibn-
um in la組1 market price is in且uenced by the possession of drying machines, transporta-
tion tracks, and information about customers by traders. Therefore, the cooperatives are
able to proceed to more advantageous position than the traders by capital build-up and
enhancing business expenence.
Fourth, linkage between corn producers and livestock raisers who consume the
feeds will provlde them with a common interest through their cooperatives activities.
Thus the synergy should allow them to cope with the problems faced to both sides.
Finally, the paper concludes that opportunities for higher productivity and farmers
income came, because the promotion of feed production became an urgent government
policy. Therefore, strengthening the cooperative is needed…
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